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増設され，その数は敗戦直前の 89カ所から 1946（昭和 21）年には 171カ所，1947（昭和
22）年には 306カ所まで急増した 11）。戦後の児童保護の問題は国として緊急を要するもの
であったことがわかる。 

































は，J．ボウルビィによる，『Maternal Care And Mental Health（わが国では，1967
年に黒田実朗によって『乳幼児の精神衛生』として翻訳・発刊）』の発表であった。J．ボ
ウルビィは，児童相談所勤務の経験があり，1944（昭和 19)年に「44人の盗みをはたらく
非行少年，その性格と家庭生活（原題：Forty-four  juvenile  thieves：Their  character  
11 
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統計開始時は 1,101件であったものが，平成 27年の速報値では 10万件を越えるまでにな
っている（図１参照）。 
 

















































































































































    
 これを見ると，終戦後に最も近い時期の 1952（昭和 27）年は，「破産等の経済的理由」











ついては 1961（昭和 36）年では 5.7％であったものが 2013（平成 25）年には 14.7％とな
り，約 3倍増加している。「虐待・酷使」については，1961(昭和 36)年は 0.4％であったが，











36）年には 5.7％であったものが，2013（平成 25）年には 12.3％となっており，２倍以上
となっている。以上を見てみると，「父／母，両親の死亡」「父／母の行方不明」という養
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(Neuropsychological  Developmental  Disorders)，5)感情(Affect)，6)防衛機制(Defense  






























































Attention Span and Persistence(注意持続と固執性)・Threshold of Responsiveness(反応
の閾値・敏感さ) という９つのカテゴリーであった（表２参照）11)。  
 
表２ 気質特徴カテゴリー11) 














































則性)・Approach or Withdrawal(接近／回避)・Adaptability(慣れやすさ)・Intensity of 









表３ 気質類型 12) 














child は全体の 40%を占め，Difficult  child は約 10%，Slow to warm up  child は
約 15%であったことを示している 13)。そして，Difficult  child の子どもの 70％が 10 歳
以前に臨床的に明らかな行動異常をおこしており，両親のカウンセリングや他の治療方法
が必要であり，それによって，その大多数は青年期までに回復したことを報告している 14)。 




まり， Difficult  child の気質類型を理解し，その上で子どもへの関わり方や養育態度の
再形成を図ることによって，子どもの発達が取り戻されたということである。この点から， 
Chess &  Thomas(1999)は子どもの気質特徴と養育環境との「適合のよさ（goodness  of  
fit）」「適合の悪さ（poorness  of  fit）」という概念も提起した 15) 。「適合のよさ（goodness  
of  fit）」は養育者や他の大人の期待や要請が子どもの気質特徴や能力などの特徴と互いに
相容れるものであるときにみられると考えられ，この場合子どもの健全な発達が期待され，











形で，William B. Carey ＆ Sean  C. McDevit（以下 Carey らと称す）らによって「乳
児気質質問紙（Infant  Temperament  Questionnaire）」や「幼児行動様式質問紙
（Behavioral  Style  Questionnaire）」19)が作成され，標準化される。これによって，子
どもの気質が客観的に評価されるようになり，さらに子どもの気質研究は発展していく。
また，トーマスとチェス以外からも気質概念が提出されるようになる。菅原ら（1994；1998）










































相関がみられた」31)としており，さらに，「Difficult  child・Slow to warm up  child・
Intermediate-high child・Intermediate-low child・Easy  child の順に JHSQ の得点が
高かった」26)と報告している。これは，気質類型的に Difficult  child な傾向を示す子ど
もほど，養育環境に疑問がある（正常ではない）という事を示しているものである。これ
らの先行研究の共通するのは，Difficult  child の気質類型を示す子どもの養育者は育児に
対するストレスや負担感に近いものを抱いているとのことである。一方，足立ら（1997）
は，子どもの気質特徴と母親の養育態度には強い関連があるとした上で，「Slow  to  
warm  up  child，Intermediate-high child では，扱いにくいと知覚する母親よりも，扱
いやすいと知覚する母親の比率が大きく，Difficult  child でも，過半数の母親はふつう
または扱いやすいと知覚していることも示している。すなわち，Slow  to  warm  up  








合の悪さ(poorness  of  fit)」の状況を創りだしていることもあるということである。ゆ
























































告書に限っていうと，29,979 人のうち 6,558 人が乳児院からの入所経路を辿っており，全










1977年 1987年 1998年 2008年 2013年
０～５歳 17,480 15,327 14,915 17,000 15,864
55.4% 51.9% 55.3% 53.8% 52.9%
６～11歳 11,700 10,979 8,427 10,717 9,922
37.1% 37.2% 31.2% 33.9% 33.1%
12～17歳 2,360 3,247 3,003 3,782 489
7.5% 11.0% 11.1% 11.9% 13.9%
18歳以上 - - 5 9 14
- - 0.0% 0.0% 0.0%
総数 31,540 29,553 26,979 31,593 29,979






















ど も の 気 質 に つ い て の 説 明 会 を 実 施 し ， そ の 後 ，「 Behavioral  Style  
Questionnaire(McDevitt & Carey，1978)」を庄司らが日本語に翻訳した「幼児行動様式
質問紙（JBSQ）」を各施設に配布した。本質問紙を使用した理由は，原著者である McDevitt 




カテゴリー別（Activity level・Rhythmicity・Approach or Withdrawal・Adaptability・
Intensity of Reaction ・ Quality of Mood ・ Distractibility ・ Attention Span and 
Persistence・Threshold of Responsiveness，表２参照）（以下，Activity・Rhythm・App
／ With・Adapt・Intens・Mood・Distract・Persist・Thresh と表す）に集計処理を行
い，気質類型の分類（Easy  child・Difficult  child・Slow  to  warm  up  child・













 調査児童 247 名すべてから回答が得られ，回収率は 100％であった。そのうち，記入が
不適当な２名（女児）を除き，245 名（男児 133 名，女児 112 名）を分析対象とした。分
析対象の平均年齢は 5.6±1.5 歳（月齢：67.0±17.8 ヶ月）で，入所期間は０～68 ヶ月，
























































































































































































「Diff」は約 10％，「STWU」は約 15％の分布を示しており 13)，佐藤ら（1987）のデー
タでは，どの年齢においても，気質類型は「Easy」が最も多く 40％程度，「Diff」は約 10％，
「STWU」は 10％以下，「I-H」は 10～15％，「I-L」は 30％程度であるとされている 35)。
副田ら（1990）の３～７歳児の調査では，「Easy」は５歳で 45.9％，６歳で 39.4％，７歳

















こと，そして Activity と Intens は基準値を超えない事，②App／With，または Adapt の
得点が基準値よりも＋1.0 標準偏差以上大きい場合は，Activity が基準値より 1/2 標準偏差
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子どもの気質研究の先駆者である Thomas＆Chess は，「適合のよさ(goodness  of  fit)」
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担当職員である。2000（平成 12）年 11 月 12 日から 11 月 31 日にかけて，兵庫県下の児
童養護施設 14 ヶ所（神戸市は除く）2)に入所している３～７歳児の児童 247 名（男児 133
名，女児 114 名）分の気質研究結果をフィードバックするために，2001（平成 13）年２




ッション後に回収した。回収後、記入が不適当であった 24 名を除外し，223 名（男児 122





章第２節 32 頁，表２参照）。 
 




 Approach or Withdrawal(接近／回避)：接近的・どちらともいえない・回避的 
 Adaptability(慣れやすさ)：なれやすい・どちらともいえない・なれにくい 
 Intensity of Reaction(反応の強さ)：強い・どちらともいえない・弱い 
 Quality of Mood(気分の質)：ネガティブ・どちらともいえない・ポジティブ 
 Attention Span and Persistence(注意持続と固執性)：固執的・どちらともいえない・
固執的でない 








対象児童では平均が最も多く，次いで，低いが 24 名、高いが 20 名の順であった。職員
の気質観については，「中くらい」と捉えているのが 107 名と最も多く，次いで「高い」








 対象児童については，「どちらともいえない」が 160 名と最も多く，次いで「不規則」
36 名，「規則的」が 21 名であった。職員の気質観については，「規則的」であると捉えて




（合計 217 名、未記入６名は除く） 
Approach or Withdrawal(接近／回避) 
 対象児童では，「どちらともいえない」が 160 名と最も多く，次いで「回避的」が 49 名、
「接近的」は８名のみであった。担当職員の気質観については，「接近的」と捉えているの











多く，次いで「なれにくい」が 74 名，「どちらともいえない」が 61 名であり，実際の子
どもの気質特徴と職員の気質観の間にはかなり隔たりがあった（図６参照）。 
 
（合計 218 名、未記入５名は除く） 
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Intensity of Reaction(反応の強さ) 
対象児童では，「どちらともいえない」が 127 名と最も多く，次いで「弱い」が 74 名，
「強い」範疇に入る子どもは 14 名であった。担当職員の気質観は「強い」と捉えている
数が 129 名と最も多く，次いで「どちらともいえない」が 72 名，「弱い」が 14 名であり，
大多数の職員が実際の子どもの気質特徴よりも反応が「強い」と捉えていた（図７参照）。 
 
（合計 215 名、未記入８名は除く） 
Quality of Mood(気分の質) 
 対象児童では，「どちらともいえない」が 167 名と最も多く，次いで「ポジティブ」が
28 名、「ネガティブ」な気質特徴を持つ子どもは 23 名であった。担当職員の気質観は，「ポ
ジティブ」であると捉えている数が 139 名と最も多く，次いで「どちらともいえない」が
75 名、「ネガティブ」であると捉えているのが４名であり，殆どの施設職員は子どもの




（合計 218 名、未記入５名は除く） 
 












 対象児童では，「どちらともいえない」が 146 名と最も多く，次いで「散漫的でない」
が 70 名であり，「散漫的」の範疇に入っている子どもはわずか１名のみであった。それに
対し，職員の気質観は，「散漫的」であると捉えている数が 106 名と最も多く，次いで「ど
ちらともいえない」が 71 名、「散漫的でない」としているのが 40 名であった（図 10 参照）。 
 
（合計 217 名、未記入６名は除く）） 
Threshold of Responsiveness(敏感さ) 
 対象児童については，「敏感でない」気質特徴を持つ子どもが 114 名と最も多く，次い
で「中くらい」が 71 名，「敏感である」範疇に入る子どもは皆無であった。担当職員の気
質観については，「中くらい」が 106 名と最も多く，次いで「敏感である」が 83 名，「敏
感でない」が 30 名であった。職員の気質観については「中くらい」と捉えている職員が
最も多かったが，気質特徴が「敏感である」子どもが０名であるのに対し，83 名の職員が










 施設職員の気質観をみると，「Activity(活動水準)」「Attention Span and Persistence(注




が高い”子どもは 20 名であったのに対し，“活動性が高い”と捉えていた職員は 77 名で
あり，「Attention Span and Persistence(注意持続と固執性)」については，“固執的”であ
る子どもが５名であるのに対し 62 名の職員が“固執的”であると捉えており，「Threshold 
of responsiveness(敏感さ)」については“敏感である”子どもが０名であったのに対し 83
名の職員が“敏感である”と捉えていた。このことから，「Activity(活動水準)」「Attention 
































































いた要因であろう。特に，「Adaptability(慣れやすさ)」については，219 名中 145 名が“な
れにくい”気質特徴を示しているにも関わらず“なれやすい”と捉えられていたことから
考えると，児童養護施設入所児童が過剰適応している姿が適切に理解されていないことを
























































「 Intensity of Reaction」のことである。さらに，麻原・村島・飯田 (1992)は，





























                                                   
1) 関戸芙美子「第５章 各臨床分野における児童福祉サービス（１）」，植木信一責任編集
『臨床に必要な児童福祉』，弘文堂，2006 年，94 頁 






の」，『そだちの科学 第２号』，2004 年４月，10-16 頁] 
5) 西澤哲「子ども虐待が育ちにもたらすもの」，『そだちの科学 第２号』，2004 年４月，
10-16 頁 




の遅れと気質の関連性」，『日本公衆衛生雑誌 第 39 巻 11 号』，1992 年 11 月，839-847
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記入が不適当であった 93 名を除外し，154 名（男児 80 名，女児 74 名）を分析対象とし
た。入所時の平均年齢及び入所後調査時の平均年齢は表 10に示した。 
分析対象となった 154名のうち，被虐待群は 68名（男児 30名，女児 38名）で全体の
44.2％であり，養護群は 86名（男児 50名，女児 36名）で全体の 55.8％であった。また，
全体の中で乳児院からの措置変更児は 41名（男児 23名，女児 18名）で全体の 26.6％で
あった。乳児院からの措置変更児 41 名のうち，養護群は 22 名（男児 15 名，女児７名）
で全体の 14.3％であり，被虐待群は 19 名（男児８名，女児 11 名）で全体の 12.3％であ
った。 

































表 11 性別年齢別身長別肥満度の平均値     
 
                  n=154（男児：80，女児：74） 
 
 入所時性別年齢別身長別肥満度の評価（表 12） 
入所時性別年齢別身長別肥満度の内わけでは，全体において，－15.0～＋15.0％の間（ふ






























男児 女児 男児 女児
3 2 6 5 16
(2.0) (1.3) (3.9) (3.2) (10.4)
2 0 6 1 9
(1.3) (0.0) (3.9) (0.6) (5.8)
24 36 38 29 127
(15.6) (23.4) (24.7) (18.8) (82.5)
1 0 0 0 1
(0.6) (0.0) (0.0) (0.0) (0.6)
0 0 0 1 1
(0.0) (0.0) (0.0) (0.6) (0.6)
30 38 50 36 154




































男児 女児 男児 女児
0 2 3 1 6
(0.0) (1.3) (2.0) (0.6) (3.9)
1 3 2 1 7
(0.6) (2.0) (1.3) (0.6) (4.5)
27 31 45 34 137
(17.6) (20.1) (29.2) (22.1) (89.0)
2 0 0 0 2
(1.3) (0.0) (0.0) (0.0) (1.3)
0 2 0 0 2
（0.0） (1.3) （0.0） （0.0） (1.3)
30 38 50 36 154















表 14 各群における平均 ht-SDS      
 
    n=154 （男児：80，女児：74） 
 
 入所時から入所後調査時の変化について（表 15・16） 
 入所時 ht-SDS が入所後調査時にかけて低下し，入所後調査時に－２SD 以下を示して




















































入所時 入所後 変動 身体 ネグレクト 心理 性的
-2.27 -2.57 △ 0.30 ○ ○
-1.14 -2.58 △ 1.44 ○ ※
-2.08 -2.47 △ 0.39 ○
-2.39 -2.49 △ 0.10 ○
-0.75 -2.13 △ 1.38 ○ 乳児院から ※
-0.62 -2.06 △ 1.44 ※
-1.40 -2.00 △ 0.60
-0.85 -2.07 △ 1.22 乳児院から ※










入所時 入所後 変動 身体 ネグレクト 心理 性的
1.48 -0.26 △ 1.75 ○
2.99 1.41 △ 1.58 ○ 乳児院から
-1.14 -2.58 △ 1.44 ○ ※
0.46 -0.94 △ 1.40 ○
-0.57 -1.86 △ 1.29 ○
-0.75 -2.13 △ 1.38 ○ 乳児院から ※
3.47 2.21 △ 1.26 ○
0.74 -0.52 △ 1.26 乳児院から
-0.06 -1.28 △ 1.22
0.93 -0.14 △ 1.07
-0.62 -2.06 △ 1.44 ※
0.19 -0.86 △ 1.05 乳児院から
0.11 -0.92 △ 1.03
1.02 -1.69 △ 2.72
1.83 -0.85 △ 2.68
0.63 -1.54 △ 2.17 乳児院から
-0.43 -1.99 △ 1.56 乳児院から
2.32 -0.21 △ 2.52 乳児院から
-0.25 -1.53 △ 1.28
0.11 -1.02 △ 1.13
1.93 -0.89 △ 2.82
-0.85 -2.07 △ 1.22 乳児院から ※
-0.43 -2.00 △ 1.57 ※



































































次に，入所時から入所後調査時にかけて ht-SDS が低下し，－２SD 以下であった児９
名（男児５名，女児４名）と，入所後調査時の ht-SDS が，入所時から１SD 以上低下し
た児 24 名（男児 15 名，女児９名）から重複者５名を除いた 28 名（男児 18 名，女児 10
名）について考察する。この 28名は全体の 18.2％，入所児の約 5名に１人を占めていた。










































































4)  吉田弘道「小児の肥満の最前線 Ⅵ.肥満児の行動特性 3.肥満児の心理特性」，『小児
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6) 中板育美「非器質的発育不全(NOFTT)の発見・対応と保健師の機能・役割」，『子どもの
虐待とネグレクト 第 16巻１号』，2014年５月，15-21頁 
7) 吉田敏子「児童養護施設入所児の身長発育に関する研究～心理的，社会的背景の身長発













































































用されており，これを用いた研究報告は 50カ国・4500以上存在している 4) 。トーマス・
M・アッケンバックらは 1960 年代から CBCL に関する開発を始めた。はじめは 1000 人






で行われており，数は 400 を超えている 5) 。日本では国立精神神経センターを中心に









































































































第３節 児童養護施設で生活する子どもの気質と CBCL研究 
 
（１）対象と方法 
対象は兵庫県下の児童養護施設 14施設 14)に入所している 3歳児 42名（男児 24名・女
児 18名）、兵庫県 A幼稚園児 40名（男児 19名・女児 21名）である。 
児童養護施設入所児童については，兵庫県・兵庫県児童養護連絡協議会主催のわくわく
チャレンジキャンプ研修会 15)にて職員に事前に記入の方法・注意点などを説明した。気質







つの気質類型（Easy  child・Difficult  child・Slow  to  warm  up  child・











注意集中・反抗）では問題のない域は T 得点において 50～66 点，境界域は 67～70 点，
臨床域は 71～100点となっている。上位尺度の内向性・外向性・総得点については問題の
ない域は 25～59点，境界域は 60～63点，臨床域は 64～100点と評価される。 









児童養護施設及び A 幼稚園の集計分析終了後，両者について比較検討を行った。 
 
（２）結果 











名)・引きこもり 14.2%(6 名)・注意集中 14.2%(6 名)・依存分離 7.1%(3 名)・不安神経質





















































図 12 気質類型分析結果 
 











は何かに気をとられているようにみえる」が 4名であった（表 18参照）。 
表 18 CBCL２－３における発達のカテゴリーにおける質問項目の回答頻度の内訳 
項目 内容 N(%) 
2) 年齢に比べて行動が幼すぎる 25（60%） 
76) しゃべりかたに問題がある 17（40%） 
77) 宙をみつめている，またはなにかに気をとられているようにみえる ４（9.5%） 
80) 奇妙な行動 １（2.4%） 
 
 CBCLについては，各項目において「あてはまる」と回答したものが多いほど，各尺度
















表 19 頻度 50％以上の項目 
 
















































比較検討した（図 15参照）。被虐待群は 13名（男児 9名・女児 4名），養護群 29名（男



































































































図 15 虐待の有無 
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平成 14年度～平成 16年度科学研究費補助金(基盤研究(Ｃ)（２）)研究（課題番号：14510182） 
5) 戸ヶ先泰子・坂野 雄二「児童期・思春期の問題行動の評価－Child Behavior 













巻第 37号』，2001年，53-62頁  
12) 坪井裕子「Child Behavior Checklist／4-18（CBCL）による被虐待児の行動と情緒の






                                                                                                                                                   






















































































































































































































































主  訴：特別養子縁組の適否とマッチングを巡る諸問題について 





     感情の起伏が激しく，自ら頭打ちをすることや身体を揺する姿が見られる。 



















































活動性 規則性 接近／回避 順応性 反応の強さ 気分の質
本児 3.92 2.78 5.40 4.58 4.00 3.83
control 3.56(0.75) 2.75(0.68) 2.99(0.94) 2.55(0.72) 4.52(0.65) 3.31(0.68)
不安／ 社会性 思考の 注意の
抑うつ の問題 問題 問題
本児 3 1 11 5 3 8 7 29
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「Easy Child」の割合が少なく，「Slow  To  Warm  Up  Child」が多くを占めていた。
研究計画当初，当時の児童養護施設関係者らと共に，「Difficult Child が多いのではない
か」という仮説を立てていたが，この仮説を裏切る結果であった。しかしながら，「Slow  To  
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